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２【かかわる】 

 

⑭【復旧・復興への歩み】 

 震災津波で被害を受けた交通網や産業，住宅やまちの復旧・復興

の状況を調べ，安全で生き生きしたまちづくりにかかわる。 

学活（１～２年）

総合（３～６年）

【題材・対象】 復興教育講話 （全校） 
 
【実践の概要】 

東日本大震災で被災体験のある，大船渡市立綾里小学校長 菅野祥子先生より，復興学習に関わる講話

をいただいた。菅野祥子先生は，本校が４年前に３校統合した当時の旧山

内小学校の副校長をされていた方である。 

講話の内容は，東日本大震災当時の様子や現在までの復興の状況，そし

て，子どもたちに願うことである。子どもたちにとって尊い命を大切にし

共に支え合いながら生きていこうとする態度を育てる時間となった。 

 

【授業の展開】 被災地の現状を知る講話 
・ねらい：東日本大震災当時の様子，現在までの復興の状況を理解するこ

とを通して，共に支え合いながら生きていこうとする態度を育

てる。 
・日時：平成２６年６月１６日（月） １０：４５～１１：４５ 
・演題：「子どもたちに願うこと」 
 
【児童の感想】 

 

〈５年児童〉 

 

 
〈６年児童〉 

 

【考察】 

 本校は内陸にあり，震災の被害の少ない地域である。そのため震災の被害についてよく理解していない

児童が多い。今回，東日本大震災の津波を実際に体験した先生の話を聞くことで多少なりとも，被災地の

人の気持ちを共有することができ，命の大切さ，人としてのあり方，自らの生き方を考える機会になった。

復興学習講話を通して，東日本大震災

当時の様子や現在までの復興の状況を知

ることができ，尊い命を大切にし共に支

え合いながら生きていこうとする態度を

育てることができた。 
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３【そなえる】 ⑳【学校・家庭・地域での日ごろの備え】 

 避難場所や避難方法，避難経路を把握して，安全に避難する。家具の安全

対策，避難の方法や落ち合う場所，非常時持ち出し品，放射線についての正し

い理解など，学校や家庭でできる防災対策を行う。地域の防災システムを理

解し，防災活動に参加する。 

総合（５～６年） 

業間活動時間

（全学年） 

【題材・対象】  地域安全マップ作り （５・６年） 

地域安全集会    （全校） 

【実践の概要】 

① 地域安全マップ作り 

   本校（４年前に３学区統合）は，学区が大変広く，学区全体の理 

解，また通学路全体の理解が難しい状況である。そこで，「地域安全 

マップ」を作成し，安全に対する意識を高めたい。 

まず，各地区の危険箇所を PTA 校外指導委員会の方々から調査し 

てもらう。次に，それを基に５・６年生が５つの地区の安全マップ（模造紙  

大）を作成する。それから，安全マップを廊下に掲示し，全校児童がいつで 

見られるようにする。 

② 地域安全集会 

   避難訓練実施日の業間活動時間に，５・６年生が作成した地域安全マップ 
を基にして，各地区ごとに危険箇所を確認した。このことにより，児童は，  
登下校時や地域での遊びのとき，危険箇所に気をつけることができる。 

③ 地域安全マップの地域全戸配布と子ども会活動での活用 
   今年度は，業者の印刷による地域安全マップを各家庭と地域全戸に配布し， 

地域全体で子どもたちを守っていくようお願いした。夏季休業中の子ども会 
活動では，地域安全マップを活用し危険箇所の確認をした。 

【授業の展開】   
① 地域安全マップ作り(５・６年総合) 

・ねらい 登校班リーダーの５・６年が，登校経路や地域の危険箇所

を確認し安全マップを作ることにより，安全に対する意識を

もつことができる。 
・日時 平成２６年５月２日(金) ２校時 

② 地域安全集会 

・ねらい 登校班リーダーが作った安全マップを基に，危険箇所を確

認することにより，安全に対する意識をもつことができる。 
・日時 平成２６年５月７日(水) 業間活動時間 

③ 地域安全マップの家庭と地域への配布と子ども会活動での活用 
・ねらい 各家庭や子ども会での地域安全マップの活用を通して，  

安全への意識を高める。 
・配布日 平成２６年７月２４日（木） ・活用 夏季休業中 

【考察】 

  活動を通して，子どもたちには「自分の命は自分で守る」という意識

が着実に育ってきていると実感している。今年度取り組んだことの成果と課題をきちんと整理し，これ

からも継続していけるよう，保護者や地域との連携を深めながら，長い目で復興の推進に努めていきた

い。特にも，今年度は，「地域安全マップ」を家庭や地域住民に配布することにより，家庭，地域と連携

した取り組みがさらに進んだ。 

今後，「地域安全マップ」の活用を図り，学校・家庭・地域が協力して，児童が地域の危険箇所を知り

安全に過ごそうとする態度の育成を確かなものにしたい。 

 

 


